	2008.6.2の映像表現論へのご質問におこたえして


1.なんで映画の再生時間は「1時間40分」ではなくて、「100分」などと表示されているのですか？ 
　そういえばそうですかね？。特に理由はないと思いますよ。新聞でも、＊時間＊分と表示されていることはよくありますよ。あえていえば、＊時間＊分より＊分の記述のほうが、長い作品も短い作品も、コンパクトに一覧表に紙面に掲載できるから、という程度の理由ではないでしょうか？昔（戦前など）は、映画の上映時間は、フィルムの長さ（フィート数）や巻数で表示されていることがあって、慣れていないと即座に時間に換算できませんでしたが。

2.授業で紹介した、戦後の映画は“ヒューマンストリー”のものが多かったが、当時はどんなジャンルの映画がよく作られていましたか？　

3.戦後や戦争中の映画で明るいもの（コメディ等）は受け入れられていなかったのですか？

　いえいえ、むしろ、バカバカしいほどの楽しい映画が、世界のどこの地域でも、そして戦中・戦後のような困難な時代にこそ、たくさん作られ、受け入れられていました。当時も現在も、映画産業全体のなかでは、芸術性の高いもの、ヒューマンなテーマなものはけして多くはなく、圧倒的に娯楽映画、アクションやミュージカルやコメディが多いのです。ただ、映画史を振り返るとき、名作・傑作とされる映画の多くがシリアスなテーマのものになってしまう傾向はあります。実際は、映画史に残るほどではない、楽しい、あるいは下さらない馬鹿げた映画が、映画産業の殆ど占めてきたのです。多数の映画の中に時々、キラリと光を放つ優れた少数の作品が生まれ、歴史を超えていくのですね。
4.ヌーベルバーグを代表する作品「勝手にしやがれ」（ゴダール）の逃走シーンのように、あんなカット編集の映画が、あの当時の映画の作りの流行だったのですか？ 

　ゴダールの映画作法は特殊ですし、それが特にあの次代に多かったということはありません。あのような作法、そして芸術至上主義的な傾向を大衆がひろく受け入れていたわけではないのです。ただ、ゴダールの主張は、そのおかしな撮影・編集の全ても含めて、それなりに理論武装されているので、一部の映画評論家からは長年、支持されているのですね。ある種投げやりなこのような作法は日本映画の『太陽の季節』を真似たものだとする説があります。
5.「フリークス」という映画を紹介してもらいたい。

　トッド・ブラウニング監督の問題作ですね。私は未見ですが、ストーリーを読み、スチルも見ました。ああいう映画も映画史的には大事な存在だとは思いますが、たぶん授業で触れてるヒマはないかなぁ。ただ、あのような映画を支持する人には、私としては松井良彦監督の一連の作品、特に『追悼のざわめき』をぜひ見て頂きたいです。

6.今でも白黒映画を撮っている人はいるのだろうか？
　白黒で撮影される映画は、非常に稀になりました。が、ないわけでありません。ただ、カラーで撮影されて特殊な加工をして白黒に見せているようなことも多いので、純粋な白黒映画というと非常に少ないです。私が映画館で見て記憶している白黒映画は、邦画では『泥の河』『日本の熱い日々　謀殺・下山事件』（ともに1981年）あたりが最後かな。外国映画でいえば、すぐ思い出せるのは、ジム・ジャームッシュの『ストレンジャー・ザン・パラダイス』の白黒撮影は素晴らしかったですが、あれも、1984年の映画でしたしね。やはり、もはや一般的な存在ではないと思います。

7.伊藤先生が思う史上最高の映画とは？
　個人的なベスト１映画は、外国映画では『惑星ソラリス』（アンドレイ・タルコフスキー監督）、邦画では、劇映画なら『狂い咲きサンダーロード』（石井聰亙監督）、ドキュメンタリーでは『阿賀に生きる』（佐藤真監督）です。
8.日本で作られた映画で一番上手く作られていると思った作品はどのようなものでしょうか？

　公平に見渡せば、黒澤明の『七人の侍』(1954年)は、世界に誇れる普遍性を持った映画だと思います。
9.『市民ケーン』の部屋を散らかすシーンで、もしNGが出たら、片づけるのが大変そうだった。
　『市民ケーン」の評論は、世界中の映画史家によって語り尽くされてきたと思ってましたが、こういう意見は初めて読みました。素晴らしい視点です。授業で皆さんに映画を紹介して、こういう反応を頂けるのが私の喜びです。
10.『自転車泥棒』で、自転車１台盗まれただけで、どうしてあんなに必死になるのだろう-と思ってしまった。
　これも素直な良い感想ですね。ただ自転車１台が生活の糧であり、それを失えば食べていけない生活を強いられた時代、そういう必死な暮らしが普通だった時代への想像力を働かせてみることも、必要でしょうね。
10.なんでアメリカ映画と日本映画はこんなに違いがあるのだろうか？

　おっしゃる意味はわかります。メッセージを伝える力や映像的なリアリティなど、圧倒的な差を感じることは私も多いです。彼我の日常レベルでの感情や態度・しぐさ・しゃべりかたなどの表出の差に根ざした、民族的・根元的なものもあるでしょうし、映画産業のマーケットの大きさの違いから生じる予算規模の差、そこに投下される技術・人員・才能の規模が違うからだということはできると思いますが、それだけで説明つかない気もします。日本映画ならではの良さもあるとは思いますが、国際競争力という点では、ちょっと敵わないなぁと、私も実は本音で思ってるところがあります。

